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「広報西東京」は古紙混入率100％の再生紙、環境にやさしい大豆インキを使用しています

　

本
地
区
は
、
東
京
都
の
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成

　

年
４
月
決
定
）
で
は
、
駅
前
広

１６場
な
ど
の
基
盤
整
備
と
と
も
に
、

商
業
振
興
や
建
築
物
の
不
燃
化
促

進
を
目
的
と
し
て
、
再
開
発
の
事

業
化
を
目
指
す
地
区
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
東
京
市
基
本
構
想
・

基
本
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
案
）で
は
、
再
開
発
事
業

に
よ
り
、
快
適
で
安
全
な
買
い
物

環
境
や
良
好
な
住
宅
環
境
な
ど
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
は
、
商
業
を
中
心
と
し

た
機
能
を
さ
ら
に
高
度
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
空
間
の
確
保

や
都
市
型
住
居
な
ど
の
諸
機
能
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
安
全
性
や
快

適
性
の
向
上
に
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
駅
前
の
利
便
性
を
生
か

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

公
益
施
設
の
機
能
拡
充
を
行
い
、

交
流
の
場
と
し
て
、
身
近
な
商
業

施
設
や
公
益
施
設
の
整
っ
た
生
活

拠
点
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
広
場
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
な
が
ら
整
備

を
行
い
、
周
辺
の
道
路
整
備
と
併

せ
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
の
改
善
と
土
地
の
合
理
的

か
つ
健
全
な
高
度
利
用
と
都
市
機

能
の
更
新
を
図
る
た
め
に
、
平
成

　

年　

月
に
決
定
し
た
第
一
種
市

１２

１２

街
地
再
開
発
事
業
を
基
本
に
一
部

変
更
を
し
て
、
事
業
化
を
図
り
ま

す
。

■
施
行
区
域
面
積

　

交
通
広
場
お
よ
び
建
築
敷
地
を

含
め
、
約
０
・
７�
で
す
。

■
公
共
施
設

　

交
通
機
能
充
実
の
た
め
、
幹
線

道
路
（
西
東
京
都
市
計
画
道
路
３

･
４
･　

号
線
）
を
定
め
、
交
通

１６

広
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
交
通

広
場
は
、
平
面
積
で
約
３
千
平
方

�
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
約

１
千　

平
方�
を
含
め
、
約
４
千

２００

　

平
方�
で
す
。
ま
た
、
都
道　

２００

２３３

号
線
に
沿
っ
て
地
区
内
に
幅
員
２

・
５�
の
歩
道
を
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
関
連
す
る
事
業
と
し
て
、

西
東
京
都
市
計
画
道
路
３
･
４
･

　

号
線
お
よ
び
３
･
４
･　

号
線

１６

１２

の
整
備
が
東
京
都
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
施
設
建
築
物

　

地
区
内
に
２
棟
の
施
設
建
築
物

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
西
側
に
計
画
さ
れ
る
Ⅰ

街
区
建
築
物
は
、
商
業
活
性
化
お

よ
び
都
市
型
住
宅
供
給
の
た
め
、

店
舗
、
住
宅
お
よ
び
駐
車
場
を
主

要
用
途
と
し
ま
す
。
地
下
１
階
か

ら
地
上
２
階
に
は
店
舗
を
配
置

し
、
買
い
物
客
の
回
遊
性
を
向
上

さ
せ
ま
す
。
３
階
か
ら　

階
ま
で

１１

は
、
駅
前
の
利
便
性
の
高
い
住
宅

を
供
給
し
ま
す
。

　

こ
の
建
築
物
の
敷
地
は
約
１
千

　

平
方�
、
建
築
物
の
高
さ
の
限

７００度
は　
�
、
計
画
さ
れ
て
い
る
建

４０

築
面
積
は
約
１
千　

平
方�
、
延

４００

べ
面
積
約
９
千　

平
方�
で
す
。

３００

　

地
区
内
東
側
に
計
画
さ
れ
る
Ⅱ

街
区
建
築
物
は
、
商
業
活
性
化
お

よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
店
舗
、
公
益
施
設
お
よ

び
駐
車
場
を
主
要
用
途
と
し
ま

す
。
地
下
１
階
か
ら
地
上
３
階
に

は
店
舗
を
配
置
し
、
買
い
物
客
の

回
遊
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

地
上
４
階
お
よ
び
５
階
の
公
益

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
予
定
さ

れ
る
住
吉
福
祉
会
館
お
よ
び
下
保

谷
福
祉
会
館
の
建
て
替
え
に
あ
わ

せ
、
福
祉
会
館
併
設
施
設
で
あ
る

住
吉
公
民
館
お
よ
び
下
保
谷
図
書

館
を
こ
の
ビ
ル
内
に
移
設
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
利
便
性
の
向
上

と
と
も
に
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

　

こ
の
建
築
物
の
敷
地
は
、
約
１

千　

平
方�
、
建
築
物
の
高
さ
の

９００
限
度
は　
�
、
計
画
さ
れ
て
い
る

３０

建
築
面
積
は
約
１
千　

平
方�
、

７００

延
べ
面
積
約
７
千　

平
方�
で

８００

す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
２
棟
の
施
設
建

築
物
は
、
道
路
境
界
線
か
ら
１�

も
し
く
は
２
・
５�
の
後
退
を

し
、
歩
道
状
に
整
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
隣
地
に
関
し
て
は
、
敷
地

境
界
線
か
ら
１�
後
退
を
し
、
周

辺
環
境
に
配
慮
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
建
築
物
内
に
は
、

ビ
ル
利
用
者
お
よ
び
居
住
者
用
の

た
め
に
機
械
式
駐
車
場
お
よ
び
駐

輪
場
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
住
宅
建
設
の
目
標

　

住
宅
建
設
の
目
標
が
戸
数
で
約

　

戸
、
面
積
で
約
５
千　

平
方�

５０

２００

と
し
て
い
ま
す
。

■
高
度
利
用
地
区

　

本
事
業
と
同
一
区
域
に
つ
い
て

容
積
率
の
最
高
限
度
お
よ
び
最
低

限
度
等
を
定
め
る
高
度
利
用
地
区

が
都
市
計
画
で
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
段
階
で
の
試
算
で
は
、
本
工

事
費
や
用
地
補
償
費
な
ど
を
含
め

た
直
接
事
業
費
は
、
平
成　

年
度

１３

以
降
、
す
で
に
支
出
し
た
分
も
含

め
、
約　

億
円
を
予
定
し
て
い
ま

９３

す
。
国
や
都
か
ら
の
補
助
金
、
市

費
、
保
留
床
処
分
金
な
ど
に
よ
り

賄
い
ま
す
。
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都市計画変更（案）�

■断面イメージ図（都市計画変更図）

■施行区域図（計画図）

■公共施設の位置および街区の配置図（計画図）
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　西東京市では、保谷駅南口地区再開発事業の早期完成
を目指します。
　地区内権利者の皆さんおよび市民の皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
◆再開発課（�38－1711）

��������	
　都市計画変更（案）の縦覧の実施後、５月下旬に都市
計画審議会に付議する予定としています。
　都市計画変更後の予定は下表のとおりです。

事業計画縦覧６月平成16年

事業計画の決定９月

権利変換計画の縦覧４月平成17年

権利変換計画の決定８月

権利変換期日10月

土地明け渡し３月平成18年

施設建築物（再開発ビル）工事
着手

４月

再開発ビルオープン４月平成20年

交通広場完成（再開発事業完了）３月平成21年

◎
Ⅰ
街
区
…
建
築
物
の
延
べ
面
積
お
よ
び
住
宅

　

建
設
の
目
標
面
積
を
増
加
し
ま
す
。

◎
Ⅱ
街
区
…
商
業
を
縮
小
す
る
た
め
、
建
築
物
の

延
べ
面
積
等
を
減
少
し
ま
す
。
ま
た
、
主
要
用

途
に
つ
い
て
は
公
益
施
設
を
追
加
し
ま
す
。
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都
市
計
画
を
変
更
し
ま
す

〜
都
市
計
画
変
更
（
案
）
の
縦
覧
〜

■
都
市
計
画
変
更
（
案
）
の
縦
覧

　

市
で
は
、平
成　

年　

月
に
都
市
計
画
決
定
を
し

１２

１２

た
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
都
市
計
画
変
更
（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

都
市
計
画
変
更
（
案
）
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

▽
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
期
間

　

５
月
７
日
（
金
）
〜　

日
（
金
）　

※
た
だ
し
、

２１

土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
縦
覧
場
所
お
よ
び
意
見
書
の
送
付
先

　

再
開
発
課（
〒　

―　
　

東
町
３
〜
４
〜
５　

保

２０２

００１２

谷
駅
南
口
地
区
再
開
発
事
務
所
）

※
意
見
書
は
、
５
月　

日
（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
、

２１

直
接
ま
た
は
郵
送
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
計
画
は
、
平
成

　

年　

月
の
当
初
計
画
と
比
較
し
て
い
く
つ
か
変

１２

１２

更
点
が
あ
る
た
め
、
都
市
計
画
の
変
更
が
必
要
で

す
。
都
市
計
画
変
更
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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都市計画決定（当初計画）�

保保
谷谷
駅駅
南南
口口
地地
区区
のの
魅魅
力力
向向
上上
をを
図図
るる

再再
開開
発発
事事
業業
のの
概概
要要

上
位
計
画
の
位
置
付
け

事　

業　

費

整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

計
画
の
概
要

�


